
幕
末
か
ら
明
治
の
一
時
期
、
ロ
シ
ア
通
詞
と
し
て
、
日
露
外
交
に
関
係
し
た
志
賀

親
朋
に
興
味
を
持
ち
、
先
学
の
研
究
者
の
論
文
を
読
み
、
墓
地
調
査
、
新
聞
記
事
の

検
索
、
志
賀
家
の
子
孫
の
方
に
お
尋
ね
を
し
た
。
独
自
の
史
料
の
発
見
や
知
見
は
な

い
が
、
私
な
り
に
志
賀
親
朋
の
生
涯
を
ま
と
め
て
み
た
。

志
賀
親
朋
は
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
十
一
月
八
日
に
生
ま
れ
た
。
家
は

代
々
浦
上
淵
村
の
庄
屋
で
、
父
は
志
賀
親
憲
（
和
一
郎
）、
母
は
沙
波
と
い
い
、
親

朋
は
そ
の
長
男
で
あ
っ
た
。
親
朋
の
通
称
は
浦
太
郎
と
い
い
、
親
朋
は
明
治
二
年
以

降
称
し
た
み
た
い
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
、
長
崎
の
地
で
長
川
東
州
、
長
川
幹
二
に
漢

学
、
井
原
又
十
郎
に
真
影
流
剣
術
、
高
木
善
右
衛
門
に
砲
術
・
馬
術
を
学
ん
だ
。

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
七
月
、
ロ
シ
ア
の
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
が
長
崎
に
来
港

し
、
そ
の
折
ロ
シ
ア
軍
艦
の
乗
組
員
の
休
憩
所
と
し
て
、
長
崎
淵
村
稲
佐
悟
真
寺
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
其
の
と
き
、
通
詞
と
し
て
は
、
西
吉
兵
衛
・
志
築
竜

太
・
森
山
栄
之
助
・
本
木
昌
造
な
ど
が
応
対
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
を
契
機

に
、
志
賀
親
朋
は
ロ
シ
ア
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
安
政
元
（
一
八

五
四
）
年
親
朋
は
、
淵
村
庄
屋
見
習
い
と
な
り
、
稲
佐
郷
石
炭
囲
所
・
飽
浦
製
鉄
所

置
付
品
取
締
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

安
政
五
年
ロ
シ
ア
船

が
長
崎
に
入
港
し
た
時
、

稲
佐
滞
留
の
露
艦
ア
ス

コ
リ
ド
号
の
海
軍
士
官

ム
ハ
ー
ノ
フ
か
ら
露
語

を
学
び
、
ま
た
、
ゴ
シ

ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
（
初
代
の

箱
館
駐
在
の
ロ
シ
ア
領

事
）
や
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ

（
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
の
秘
書
官
、『
日
本
渡
航
記
』
の
著
者
）
か
ら
も
ロ
シ
ア
語
の

指
導
を
受
け
た
。

文
久
元
（
一
八
六
一
）
年
二
月
、
露
艦
ポ
サ
ー
ド
ニ
ク
号
に
よ
る
対
馬
占
拠
事
件

が
起
き
た
と
き
、
親
朋
は
ロ
シ
ア
領
事
館
付
き
の
通
詞
と
な
り
、
翌
年
三
月
ま
で
勤

め
た
。

文
久
二
年
三
月
箱
館
奉
行
組
下
組
同
心
（
二
十
俵
二
人
扶
持
）
と
な
り
、
箱
館
奉

行
所
の
下
級
武
士
や
足
軽
に
ロ
シ
ア
語
を
教
授
し
て
い
る
。
慶
応
元
（
一
八
六
五
）

年
七
月
遣
露
留
学
生
が
露
艦
ワ
リ
ャ
ー
グ
号
で
函
館
を
出
帆
し
た
。
親
朋
も
一
行
に

加
え
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
は
ず
れ
た
。
そ
の
理
由
に
は
諸
説
あ
る
。

慶
応
二
年
十
月
、
親
朋
は
日
露
国
境
交
渉
の
た
め
、
外
国
奉
行
兼
箱
館
奉
行
小
出

大
和
守
に
随
行
し
、
横
浜
を
出
発
し
た
。
こ
の
時
の
親
朋
の
肩
書
き
は
函
館
奉
行
支

配
定
役
格
通
弁
御
用
と
な
っ
て
い
る
。
一
行
は
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス

エ
ズ
な
ど
を
経
て
、
マ
ル
セ
イ
ユ
に
十
一
月
末
に
到
着
し
た
。
つ
い
で
ド
イ
ツ
や
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
一
行
は
ビ
ス
マ
ル
ク
と
面
会
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
も
謁
見
し
た
。

パ
リ
に
一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
た
が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
新
聞
は
、
一
行
が
オ
ペ
ラ

座
見
学
を
興
味
深
く
行
っ
た
こ
と
や
、
志
賀
親
朋
が
フ
ラ
ン
ス
語
も
上
手
に
出
来
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
十
二
月
十
二
日
露
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
し
、
十
二
月
二

十
日
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
に
謁
見
し
た
。
国
境
交
渉
の
会
談
は
、
翌

年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
サ
ハ
リ
ン
等
仮
条
約
が
結
ば
れ
、
志
賀
親
朋

は
、
使
節
団
の
一
人
と
し
て
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
記
念
に
金
鋳
時
計
と
双
眼
鏡
を
贈
ら

れ
て
い
る
。
一
行
は
、
五
月
七
日
横
浜
に
到
着
し
た
。
帰
朝
後
、
長
崎
奉
行
支
配
調

役
並
（
百
俵
五
人
扶
持
）
と
な
っ
た
。

親
朋
は
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
か
ら
明
治
十
年
一
月
ま
で
外
務
省
に
勤
め
、
千

島
・
樺
太
の
交
換
談
判
に
も
携
わ
り
、
明
治
五
年
露
国
ア
レ
ク
セ
イ
親
王
来
日
の
際
、

天
皇
と
親
王
の
通
訳
の
任
に
あ
た
っ
た
。
晩
年
の
親
朋
の
回
顧
談
で
は
、
手
に
取
る

よ
う
に
こ
の
通
訳
の
こ
と
を
リ
ア
ル
に
語
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
も
最
も
晴
れ

が
ま
し
い
、
栄
光
の
思
い
出
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
七
年
、
初
代
駐
露
公
使
榎
本
武
揚
に
随
行
し
、
外
務
三
等
書
記
官
と
し
て
ロ

シ
ア
に
赴
い
た
。
こ
の
と
き
、
ア
レ
ク
セ
イ
親
王
を
代
父
と
し
て
ロ
シ
ア
正
教
の
洗

礼
を
う
け
て
お
り
、
洗
礼
名
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ア
レ
ク
セ
ー
エ
ヴ
ィ
チ
・
志
賀

と
い
っ
た
。

明
治
十
年
頃
、
官
を
辞
し
て
長
崎
に
帰
っ
た
。
住
居
は
稲
佐
の
志
賀
の
波
止
と
呼

ば
れ
た
入
江
に
あ
っ
た
（
現
在
の
旭
町
一
三
番
地
。
旭
大
橋
稲
佐
方
面
入
口
カ
ー
ブ

下
、
旭
町
公
園
付
近
）。
明
治
十
六
年
西
彼
杵
郡
よ
り
長
崎
県
会
議
員
に
当
選
し
、

明
治
二
十
年
ま
で
務
め
た
。
長
男
親
光
が
生
ま
れ
た
の
は
、
明
治
十
九
年
で
、
親
朋

四
十
四
歳
、
妻
佐
多
三
十
七
歳
の
時
の
子
で
あ
る
。

明
治
二
十
年
代
の
話
だ
が
、
親
朋
は
ロ
シ
ア
人
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
（
元
素
の
周
期
表

を
発
見
し
た
有
名
な
化
学
者
メ
ン
デ
レ
ー
エ
フ
の
息
子
）
と
の
間
に
一
女
を
も
う
け

た
日
本
人
妻
秀
島
タ
カ
の
手
紙
を
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
し
て
や
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
一
年
、
ロ
シ
ア
皇
帝
か
ら
神
聖
ア
ン
ナ
第
三
等
勲
章
を
授
け
ら
れ
た
。

こ
の
勲
章
の
所
在
に
つ
い
て
、
志
賀
親
信
氏
は
、
こ
の
勲
章
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
皇
帝
か
ら
戴
い
た
も
の
を
、
太
平
洋
戦
争
中
に
供
出
し
た
と
い
う
話
を
、
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

淵
神
社
に
あ
る
桑
姫
墓
、
天
女
廟
碑
等
は
、
明
治
三
十
三
年
志
賀
親
朋
に
よ
り
こ

の
地
に
移
築
さ
れ
た
。
明
治
三
十
九
年
日
露
協
会
長
崎
支
部
長
を
務
め
、
大
正
元
年

露
艦
ア
ス
コ
ル
ド
号
が
長
崎
に
来
航
し
た
と
き
は
、
副
艦
長
と
会
っ
て
い
る
。

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
九
月
二
十
日
に
没
し
た
。
墓
地
は
稲
佐
悟
真
寺
の
後
山

に
あ
る
。
墓
碑
は
神
道
の
形
式
に
よ
っ
て
い
る
が
、
神
道
へ
の
改
宗
は
、
明
治
の
初

め
、
神
仏
分
離
令
が
出
た
折
、
親
憲
が
行
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
親
朋
の

直
系
の
子
孫
は
、
子
の
親
光
（
明
治
十
九
年
〜
昭
和
十
四
年
）、
孫
親
大
（
大
正
四

年
〜
昭
和
十
年
）
で
絶
え
て
い
る
。
現
在
、
長
崎
の
志
賀
家
の
墓
は
、
親
朋
の
弟
で

あ
っ
た
親
賢
の
曾
孫
の
親
信
氏
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

（
元
県
立
島
原
商
業
高
等
学
校
長
）

｜
｜
｜
｜
｜
｜

○
今
年
も
後
一
ヶ
月
で
諸
事
お
わ
る
事
に
な
る
。
過
去
は
過
去
、
来
年
は
ど
ん
な
年

に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。

○
十
一
月
三
日
、
新
し
い
文
化
施
設
と
し
て
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
が
開
設
さ
れ
た
。

私
共
の
長
崎
歴
史
文
化
協
会
と
何
か
関
係
が
あ
り
ま
す
か
と
各
方
面
か
ら
良
く
質

問
さ
れ
る
。
別
に
関
係
は
な
い
の
で
す
が
、
共
に
長
崎
の
歴
史
と
文
化
を
考
究
し

社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
言
う
趣
旨
は
変
わ
る
所
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
立
派
な
施
設
で
あ
り
資
料
も
充
実
し
て
お
り
是
非
一
度
は
訪
れ

て
見
る
べ
き
文
化
施
設
博
物
館
で
あ
る
。

○
本
会
で
古
文
書
を
指
導
し
て
下
さ
っ
て
い
る
宮
田
修
二
氏
。
昨
年
は
、
昔
の
「
長

崎
白
菜
」
を
復
活
さ
れ
、
本
年
は
、
引
き
続
き
古
い
「
片
渕
蕪
」
を
再
生
さ
れ
た
。

其
の
片
渕
蕪
の
種
は
唯
一
・
片
渕
の
杉
本
家
に
残
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
長
崎

の
正
月
料
理
に
は
、
片
渕
蕪
の
強
い
紅
色
に
染
っ
た
三
杯
酢
が
必
ず
あ
っ
た
事
を

思
い
だ
す
。

○
先
月
実
施
さ
れ
た
本
会
主
催
の
第
十
六
回
中
国
研
修
会
の
感
想
文
の
一
つ
に
、

「
最
近
は
中
国
の
各
農
家
で
何
処
も
、
お
と
な
し
い
黒
い
中
型
の
犬
が
飼
っ
て
あ

り
、
私
達
に
尻
尾
を
ふ
っ
て
出
迎
え
る
の
で
す
。
こ
の
光
影
を
み
て
い
る
と
、
私

達
は
中
国
の
農
家
に
ゆ
と
り
あ
る
豊
か
さ
を
感
じ
る
の
で
す
」
と
記
し
て
あ
っ
た
。

○
今
月
は
次
の
四
冊
の
本
を
戴
い
た
。

一
、
長
崎
歌
人
会
長
の
久
保
美
保
子
女
史
よ
り
「
第
十
集
長
崎
歌
集
」、
三
一
四

名
の
代
表
作
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。

二
、「
鯨
と
生
き
た
人
生
」
日
野
洋
二
氏
著
。
日
野
氏
ら
し
い
闊
達
な
人
生
感
で

あ
っ
た
。（
長
崎
文
献
社
刊
）

三
、「
み
さ
き
道
を
歩
く
」
橋
本
幸
雄
氏
が
実
際
に
歩
か
れ
た
長
崎
よ
り
野
母
脇

岬
観
音
寺
ま
で
の
所
謂
「
み
さ
き
道
」
を
、
江
戸
時
代
の
資
料
を
引
い
て
説

明
さ
れ
て
い
た
。
頭
の
下
が
る
思
い
が
し
た
。

四
、
対
馬
厳
原
の
小
松
勝
助
先
生
よ
り
雨
森
芳
洲
没

後
二
五
〇
年
記
念
特
集
号
「
雨
森
芳
洲
先
生
」

を
頂
戴
し
た
。
編
集
は
永
留
久
恵
先
生
、
多
く
の

資
料
写
真
が
集
録
さ
れ
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

風
信

二
八
〇
号

平
成
十
七
年
十
一
月
二
十
日

ロ
シ
ア
通
詞
志
賀
親
朋

日
宇
　
孝
良

長崎版画（ヲロシヤ人）


